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3.狩野常信筆「山寺図 (模本 )」  (東京国立博物館 )
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品
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大
変
よ
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似
て
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ま
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像̈し士嗜力
こ
岡ふ金造̈〓木

井原市笹賀町 金敷寺 金鳴寺
平成元年4月 4日 指定

IE■ |
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本
造
金
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ト
像

ル」サ「夕1象  (イ i' は、 千象∴
.I(352()cin、

  明1サ
|夕 f象  (ノ11)は 、 千象ド13600c,1、  と'ち ′)も 1会 1材

の14チ 本i上 り |力」形像は、J典 111を 前中後 3材 はぎにして体部に挿 |ン ヽ体 11`は「1の (」 け

1長 からジされ111iし
1白 iド・・lに 至る liな I白 iイ功と、左イi2材 はぎの背 1白 i羽 を寄 11、 ムif本 側古|:li liな

|!後 グ)131イ 、 イi体 |‖ 古|`に i年 後 2オオを14手 せる ん」封lは ‖4ヽ からサ亡「1ま
‐l_は ぎ、 イi足 は

′
Jt

/7)ィ il‖ 1 111か らIL:11‐ ま
‐
この 11オ 42イ i侶く{|‖ 11`lii書 |口財′)クト1111二 はぎり二|ン  ヽ|・」り亡i′ iクリ、卜 1)

l llよ ぎllす るが、このナ止「llり、卜の 1」 は後補である lr11形 もり1古|:は liサ
|ll後 3材 はぎ、

fイヰ|`は lit l向 i縦 11オ にス:体側吉
`i年
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||li l象 もり止|「 11ト グ)足 先のほか、 人 1白 iの

'(色

の彩色、ノ1:イ iの 実れII IJ:、  ノ(衣 遊潮F出 :、  II」
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戸
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餃
印
塔

』塔一石」殿』苑秋鹿
tヽ ん

院
井原市井原町 善福寺

昭禾日32年 7月 12日 指定

石造美術

この石塔 婆 は、宝 陵自J塔 で、総 高 74(た m、 最 |の 相輪は

な∵正)」 ::l l:II(IIな 11芳写[宦 211211作 i‖|;[通:llll

較的小さめで、基礎側 lniを 無地にj士 るところは、粒状イi灰
ソ}製 の宝薩自l搭の特徴を備えてぃる ,Iに 礎 ||:1冑 iに 、以 |ヽ

‐
の

刻銘がある.,「 なt苑院殿 lll i后  人‖||に |プ(|||ノく夕li多 ヒIHl台で1:

応永 |‐ /1年 五りl初 六 ||」 この亥」銘によれば、この′
|`餃 1lj

搭は、応永 15年 (14()8)に 、鹿苑院殿ことり止利義満を供養
する′Iめ に 、アてるノした′ヒぃうことがォ)か る や卜fl、11は 、 |キ i

北 1り1の騒舌L時 に足利尊1ヽが九州に ドる際け,31を あずけた鳩1

敷」7/1tを 足利義iitが 祈源11,サ iと して、応永 311(1396)|こ f刊 建
したと伝えられ、その関係でこの足利義満の供養」′卜が造′,

れたのではないかと想 f象 さオじる 在銘の粒1人 ィilプご |シせ
′
111プ|

「 IJ塔 と l´ てはりltl/Nlで もlif1//1と いえ、 卒 |‖ ∫|ドキftの メ[い |た ィ4:|と な
る貴ilTlな 資本1と いオ        ~~~~~― ―一一

井原市美星町黒本  井原市
平成17年3月 16日 指定

‐
―

¬

―
J

―
J

参考文献 1 同山り:[教 育委it会 1岡 |||り ttネ |:、 111り千イ「資11訂」作‖ti「 il1 51岡 山りIt教 育奏li会
| 

｀
14成 7113サ l

こ う  さ つ

黒 木 の 高 札 場 ~I~丁~而
憂 I王亜亜IIヨ

呈1     営舞れ

法度、掟吉:な どをしるした高札を掲げる

場 |'子 を高札場 といい、‐‐般に高札は、交i睡

の多い ||∫ 場や辻などに掲げ、庶民の |11に 法

令を徹底 させることを目的とした .中 |IL末

期から起こり落|:,fttftに もっとも盛んとな

り、明治 3年 (187(〕 )に 廃 |11さ れた,.こ の

高札場のあるところの字は札場 という.ili

戸時代後期の建設と‖しヒされるが、年サj‖

不言羊Ⅲ和Iの |11に 柱をi′ て、横桟を渡 し、雨

覆の屋根を設けている[サ |‖lI1 1.37m 奥行

移詔・

lllII!i!I:::11;,illt,1 ‐
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浪
形
岩

井原市野上町  千手院

昭和27年 8月 5日 才旨定

亘
―

天然記念物

ハ

静

標高約 260m、 千
‐
手院の庭に露出 した貝殻石灰ソ}で 、ギlllllが 長い年サIの |11

に地 ド水で溶か され、そのあとが浪に洗われたあとのように )と えるところか

ら,良 形岩の名称がつけられた .ほ ぼ水平な地層で、礫『 :ソ :か らなる 卜
‐
11`11、

砂質ソ|か らなる中部層、多量の只化イiを 含む上音|:た1の 3 Ⅲlよ :)な り、業1樫 の

札il板 ギ|、 イヒili岩 、 流 i実 ソ:好:を 不 4在 イ)に ヤ賢
`っ

ている 1、 こυ)イ i灰 ア|は 、 カキ、 ハ

ネガイ、ベ ンケイガイなどの貝類の化石か ら形成 されていて、まれにサ メの

歯、ウエの化イiも 見られる.時代は、中新 |IL(約 2()()()万 イlilmで 、 )111き こ

のあた りが浅い海であったことがわかる.その後、この土地は、11陸 運動を

経て現在の位 i置 に隆起 した.幕末に、 T^手院の住職 iil■:和 尚が庭をつ くる時

に浪形ソ|を lllり 出 したことにより、現在、すはらしい ht観 を織 |り な している

この浪形岩は、古墳時代の後期、こうもり塚 II「
ナ」〔(総社 Ilj)、 牟佐人」場(IlliJ〔 (岡

|||||∫ )、 力|:山イill「墳 (総な1111f)な どilli備 地方の「i^長 ムtの 石棺 として使サllさ れて

いる.,

H-7
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』館
井原市西江原町 興譲館  |

昭和29年 3月 5日 指定  |

|

興
譲
館

（講
常

門
、
組
梅

）
ヽ

,'.1

|二lT群    為轟…

”
Ｉ

デ

興 i汀:館 は、庶民の ■弟の教育を |1的 として、当1し の領主一橋家の代官友 |||

勝治が |チ可

'111埼

it頁 内に、嘉永 6イ li(1853)、 漢学者阪″`1:i薦 を招いて創立 した

郷 |た である.校れの 1l l来 は、|りЦ書:の 「大学1に 、「 ‐家11な れば 国`仁に興 り、

家́譲なれば ^国
:'ミ に興る !か らと

')れ
た.,創設 ,11時 の姿をとどめているの

はデ|,|'と 校 IHI、 そ して 1坂 谷朗暉お 手植えと(ιジ ら́れる糸l lN毎 である .11ぼ t(11ド

斎(1)は 、嘉永 6年 (185〔3)に建て られた .元は境葺 きであった ものを、安

政 6イ li(18:59)に 現在の よう様瓦茸きとなつた.建かF255坪 (11:斎 は 451｀ 14)

本瓦茸 き
｀
14ド 建で、♪

14成 7・ 8年 に保存修 l llを 行い、現在は資十1を 展小 し公

‖Htン て｀`る 校 IHlは i支 1ご 鵡:き で、初代力:1ltと 親交のあつたびそ,尺効ζ ^σッ1111と tン

たIil:官チ1がかカル)て ヽ`る また、 おIW,は 、 樹歯()約 15()イ|で、 根ノこイ`1‐ il~よ |)束
|サ雪

|三 分かれ、イⅢl1/ヽ には美 しいイLを 1咲かせている、 1坂 7)Jり ]席 は、 す卜1巧〔[1丁 美 )i:IH∫

1141iま れ′ュiウt学 者で́、

'll戸

で学び、井原 ||∫ リケ井‖11で桜皮:事1を 出1い ていた:そ

の後、興1汀:館 に招かれ、領内の子弟の教育を行った ,朗店の名 Flド は各地に広

が 1)、 liく は九州地ノ∫からの人
111`ゃ

あつた=そ の後、広島藩、明治政府に

1イ{か れ要職を務めるとともに、森イ∫札、福沢論古の主4ilす る|り l六 社に漢学イ

と t´ ては|||「
^参 力||し た

参考文献 | ||卜 放勢11ナ 1 1iJ:Al l却 年1ど り'tl決館  1召 和 481110サ ]
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（１）古代 

◆倭名類聚抄（承平四年 904）頃成立 

    小田郡  實成 拜慈 草壁 小田 甲務 魚緒 驛家 出部郷 

後月郡  荘原 縣主 出部 足次 驛家郷 

◆清水正健編 荘園資料 

小田郡  三成 草壁 驛里 走出   後月郡 荘原 縣主保 

 

  荘原＝東・西江原町、青野町、野上町   足次＝井原町、稗原町 

縣主＝木之子町、門田町、西方町     出部＝笹賀町上・下出部町七日市町 

驛家＝高屋町              小田郡出部＝大江町 

 

◆日本書紀 應神二十二年の秋九月の丙戊（六日）条 

「因りて吉備国を割いて封其子等」 

 

◆先代旧事本紀巻第十国造本紀 吉備穴国造 

「纏向日代朝御世（景行天皇）和邇臣同祖彦訓眼命孫八千足尼定賜国造」 

 

◆日本書紀 安閑二年五月甲寅条 

「備後国に後城屯倉 多禰屯倉 来履屯倉 葉稚屯倉 河音屯倉を置く」 

 

◆日本書紀 天武八年（679）三月己丑条 

「吉備大宰石川王病之薨於吉備 天皇聞大哀 則降大恩 云々」 

 

◆続日本紀 文武四年（700）十月己未条 

「上毛野朝臣小足為吉備捴領（他に周防 筑紫） 

 

◆続日本紀  

文武元年（以下年号）・慶雲元年・天平宝字四年・同七年・同八年・延暦九年 等  

「備中国賑給を受ける」 

 

◆続日本紀 天平十二年（740） 

「藤原広嗣之乱鎮圧の為 五道（東海 東山 山陰 山陽 南海）より兵士壱萬七千 

人を徴発する」 

 

◆日本三代實録 貞観元年（859）二月七日条 

「遺典薬頭従五位上出雲朝臣岑嗣於備中国採石鍾乳（倭名類聚抄に 石鍾乳備中国英 

賀郡に出ず）」 現北房町備中鍾乳穴 
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◆延喜式巻二十八 兵部省（延長五年 927成立）  

「諸国驛傳馬 山陽道備中国驛馬 津見 河辺 小田 後月 各廿疋 備後国  

安那 品治 者度 各廿疋」 

 

◆日本三代實録 元慶元年（877）十二月二十一日条 

 「備中国が大嘗會の主基国となり、当年の庸米を免除される」 

 

◆三善清行著 藤原保則伝 保則の善政 

 

◆延喜式巻十 式内社備中国十八座の内 

「後月郡一座 足次山神社 小田郡三座 在田神社 鵜江神社 神島神社」 

 

◆新猿楽記 四郎君条 康平元年（1058） 

「諸国土産 備中は刀 備後は塩」 

 

  ◆輔仁本草 延暦十八年（918）備中国産出薬物（続群書類聚 巻三十之下） 

   「石胆 石鍾乳 朴消 白石 子 孔公薛 石膏」 

                       

  ◆延喜式巻三十七典薬寮 

「備中国は四十七種の薬を納める」 

 

  ◆康頼本草（永観元年 983） 

「石鐘乳 白石英 殷薛子 石膏」 

 

 

（２）中世 

◆本朝世紀巻四  

「備前 備中 備後国等に純友追捕の官符を下す（天慶二年939十二月二十一日条）」 

 

◆貞信公記  

「西國兵船多来 備中國逃散之状（天慶三年正月二十日条）」 

 

◆吏部王記  

「是日備前 備中 淡路等飛駅至 備前使申云 賊ニ艘純友等也従響奈多捨舟脱遁

（天慶四年六月十一日条）」 
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◆日本紀略  

「被定可造薬師寺之国々 大和伊賀美濃播磨備中備後安芸周防讃岐伊予十ヶ国也（天 

延元年 973五月三日条）」 

 

◆類聚符宣抄巻一 

 「中宮職  戸座賛を貢進させる」（天暦三年 949九月十一日条） 

「大皇太后職   〃    」（長和二年 1013十二月七日） 

 

◆兵範記  

「内裏後涼殿造営を割り充てられる（保元二年 1157三月二十六日）」 

「今日相撲召合せ 七番 左藤井季助 参河國 保元三年六月二十七日 

 右中原弘高 勝 備中國」 

 

◆玉葉  

「伝聞義仲隋兵之中 少々超備前國 而彼國並備中國人等起勢 皆悉伐取了 

 （寿永二年 1183十月十七日条）」 

 

◆吾妻鏡第三  

「十八日丁丑 播磨美作備前備中備後己上五ヶ国 景時実平等遺専使可令守護之由 

云々（寿永三年二月十八日条）」 

「廿五日甲寅 土肥次郎実平為御使於備中國行釐務（元暦元年 1184三月廿五日条）」 

◆後鳥羽院宸記  

「備中國々領 修明門女院知行国也（建保二年 1214）」 

 

◆後掘河天皇宣旨 

「尊守親王家門跡領 備中國弐箇所 草壁庄県主保為（寛喜三年 1231）」 

 

◆光厳上皇院宣写 

「尊勝寺法華堂領備中國県主保事 与当堂禅衆※等 和与中分之由  歴應三年 1340」  

※禅衆＝青蓮院の事 

◆地頭代道性年貢送状写 

「送進県主保領家御年貢事（歴應四年）」 

 

◆室町幕府引付頭人奉書写（貞和五年 1349） 

 「備中國県主保領家職事  地頭濫妨云々」 

 

◆備中國県主保領家五辻中將家御代官政信申領家職事 

「那須五郎相共莅彼所 同書貞和六年」 
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◆三吉鼓家文書 岩松頼宥感状 正平六年 1351） 

「三吉覚弁 荘原高越城 延福寺合戦での軍忠を褒められる」 

 

◆福原家文書 

「上椙五郎 宮平太郎（盛重）等が荘原城へ攻め寄せるとの風聞」 

 

◆尊勝寺法花堂納所芳順和与状 貞治五年 1366 

「県主保年貢 尊勝寺法花堂と地頭との間で和与」  

 

 ◆県主保和与状写 応安三年 1370 

「青蓮院入道親王家御領備中國県主保雑掌権律師源暁与地頭斉藤五郎右衛門尉康 

行同筑前五郎基繁」 同文が室町幕府御教書に載る 

 

◆観勝寺寺領目録 大覚寺文書 応安七年 

「堀川院御領備中國県主保 備後国奴苛保等以上五十所者後光厳院御寄付也」 

   

◆山内家文書 応永元年 1394 

「備後國恵蘇郡三上郡両郡司職事」 

 

◆山内首藤家文書 応永元年 

「備中國井原庄事 通忠（山内）相伝之領地也 嫡子熙通譲渡 下 山内下野守通 

忠給之 備後国恵蘇郡内上村事 備中國井原庄事 右依致忠節宛行之状如件」 

 

◆建内記 嘉吉元年 1441 

「足利直冬の孫義尊  備中より播磨へ逃げる途中、備中守護に討たれる 義尊伊 

原御所と称し諸国へ廻文を発する（同書同年）」 

 

◆御郷記 嘉吉二年 

「義尊畠山持国家人に討たれる」 

 

◆乃美文書 永禄十二年 1569 

「藤井事 山野吉井之間一城取付候亮 二三日以前ゟ至高屋要害被打出 国司元 

武 神辺の陣での忠義を褒められる」 

 

    ◆萩藩閥閲録 元亀二年 1571 

「粟屋就方 小田高越辺に軍勢を控える様進言する」 

「小早川隆景 湯浅將宗に小田高越城へ出陣を命ず 天正五年（1577）」 

    



5 

 

 （３）近世 

近世約二百七十年の支配の様子を概観すると、文政十年（1827）が大きな境になって 

  いる。それ以前の二百三十年間は基本的には幕府領の時代、後の四十年間は一橋領であ

る。幕府領時代には元和・寛政年間、成羽・松山、元禄年間は福山、元禄・宝永年間に

は西江原藩領の村々と幕府領の村々が混在したが、概ね短期間であった。それに対し旗

本領は長かった。井原村に陣屋を構えた池田氏と木之子村を幕府領を相給の形で支配し

た高山氏は維新まで続いた。（井原市史） 

 

近世の村の概況を知る資料として 

〇 一橋領  一橋徳川家文書（備中国村々様子大概書 天保三年 1832）  

小田郡 29 カ村、後月郡 26 カ村、他に播磨、越後、摂津、武蔵、下野、和泉、

下総などに領地があった。備中では上房郡にも 9 カ村、また笠岡市の一部にも

領地があった。 

西草加部庄 奥山田村 麻屋庄 川面村 本掘村 浅海村 鵜郷 内田村 

       高階村 宇角村 平宇角村 三カ原村 三谷村 大倉村 田上庄 羽無村 

麦草村 星田村 甲怒庄 甲怒村 走出村 新賀村 魚渚郷陶山庄 吉田 

村 今立村 小平井村 大戸村 大河村 有田村 入田村 坂村 上稲木 

村 下稲木村 岩倉村 瀧山郷 大江村 江原庄 西江原庄（御陣屋元） 

寺戸村 東江原村 神代村 山野上村 名越村 花瀧村 青野村 北山村 

県郷 木之子村 門田村 西方村 出部之郷 上出部村 出部之庄 

上出部村之内七日市駅 下出部村 足次之郷 笹賀村 井原庄 梶江村 

簗瀬村 吉井村 与井村 天神山村 河合之庄 川相村 下鴫村 山村 

池谷村 三原庄 東三原村 西三原村   

 

   〇 麻田藩  備中国後月郡稗原村明細帳下（享保六年 1721）七月（麻田蕩領） 

稗原村明細帳（正徳元年 1711）七月   西田五郎家文書 

 

   〇 幕府領  敷名村明細帳（天保四年 1833） 四月 猪原寅男家文書 

          高屋村明細帳（天保十四年 1843）正月 井原市教育委員会 

 

   〇 福山藩   高屋村分郷請証文（嘉永六年 1853）八月 原田俊雄家文書 
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井 

原 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 19年 

（1614） 

寛永 19年 

（1642） 

  

幕府領 

小堀家 
池田家 

池田家 

（十五・十六

年は山崎家） 

  

      

稗 

原 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 19年 

（1614） 

寛永 19年 

（1642） 

  

幕府領 

小堀家 
池田家 青木家 

  

      

上 

出 

郡 

慶長 5年 

（1600） 

元和 3年 

（1617） 

寛永 19年 

（1642） 

元禄 10年 

（1697） 

宝永 3年 

（1706） 

幕府領 

小堀家 
池田家 

幕府領 

（寛永 15-16

年は山崎家） 

森家 幕府領 

文化 10年 

（1813） 

文政 10年 

（1827） 
   

幕府領 

(脇坂家預) 
一橋家    

      

笹
賀
・
敷
名 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 19年 

（1614） 

元禄 10年 

（1697） 

宝永 3年 

（1706） 

文化 10年 

（1813） 

幕府領 

（小堀家） 
池田家 森家 幕府領 

幕府領 

（脇坂家預） 

文政 10年 

（1827） 
    

一橋家 
    

    

      

青
野
・
北
山 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 19年 

（1614） 

寛永 15-16 

（1638-9） 

元禄 10年 

（1697） 

宝永 3年 

（1706） 

幕府領 

（小堀家） 
池田家 山崎家 森家 森家 

文化 10年 

（1813） 

文政 10年 

（1827） 
   

森家 一橋家    

      

山
野
上 

延宝 5年 

（1677） 

元禄 10年 

（1697） 
   

幕府領 

（小堀家） 
関家    
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西
江
原
・

寺
戸 

慶長 5年 

（1600） 

元和 3年 

（1617） 

元禄 10年 

（1697） 

文化 10年 

（1813） 

文政 10年 

（1827） 

幕府領 

（小堀家） 
池田家 森家 

幕府領 

脇坂家領 
一橋家 

      

東
江
原
・
神
代 

慶長 5年 

（1600） 

元和元年 

（1615） 

元和 2年 

（1616） 

寛永 15年 

（1638） 

寛永 16年 

（1639） 

幕府領 

（小堀家） 

幕府領 

（小堀家） 
山崎家 幕府領 水谷家 

寛永 19年 

（1642） 

元禄 10年 

（1697） 

宝永 3年 

（1706） 

文化 10年 

（1813） 

文政 10年 

（1827） 

幕府領 森家 幕府領 
幕府領 

脇坂家領 
一橋家 

      

西 

方 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 6年 

（1601） 

慶長 9年 

（1604） 

元和元年 

（1615） 

元和 3年 

（1617） 

幕府領 

（小堀家） 
花房志摩守 岡越前守 

幕府領 

（小堀家） 
山崎家 

寛永 15年 

（1638） 

寛永 16年 

（1639） 

寛永 19年 

（1642） 

貞享元年 

（1684） 

元禄 10年 

（1697） 

幕府領 水谷家 幕府領 久世家 森家 

      

西 

方 

宝永 7年 

（1710） 

享保 6年 

（1721） 

文政 11年 

（1828） 
  

内藤家 幕府領 一橋家   

      

門 

田 

慶長 5年 

（1600） 

元和 3年 

（1617） 

寛永 15年 

（1638） 

寛永 16年 

（1639） 

寛永 19年 

（1642） 

幕府領 

（小堀家） 
山崎家 幕府領 水谷家 幕府領 

貞享元年 

（1684） 

元禄 10年 

（1697） 

宝永 7年 

（1710） 

享保 6年 

（1721） 

文化 10年 

（1813） 

久世家 森家 内藤家 幕府領 
幕府領 

脇坂家預 

文政 11年 

（1828） 
    

一橋家     

      

木 

之 

子 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 9年 

（1604） 

寛永 5年 

（1628） 

寛永 8年 

（1631） 

寛永 15年 

（1638） 

幕府領 

（小堀家） 

高山家 高山家 高山家 
高山家 

幕府領 

植村監物 池田豊後守 幕府領 幕府領 
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木 

之 

子 

寛永 16年 

（1639） 

寛永 19年 

（1642） 

宝永 7年 

（1710） 

享保 6年 

（1721） 

文化 10年 

（1813） 

水谷家 幕府領 内藤家 幕府領 
幕府領 

脇坂家預 

文政 10年 

（1827） 
    

一橋家     

      

岩 

倉 

慶長 5年 

（1600） 

慶長 7年 

（1602） 

慶長 14年 

（1609） 

元和 3年 

（1617） 

寛永 19年 

（1642） 

幕府領 

（小堀家） 
糟谷家 

幕府領 

（小堀家） 
池田家 幕府領 

天和 3年 

（1683） 

貞享 3年 

（1686） 

宝永 7年 

（1710） 

享保 5年 

（1720） 

文化 9年 

（1812） 

久世家 幕府領 内藤家 幕府領 
幕府領 

脇坂家預 

文政 10年 

（1827） 
    

一橋家     

      

上
稲
木
・

下
稲
木 

慶長 5年 

（1600） 

元和 5年 

（1619） 

元禄 11年 

（1698） 

文化 9年 

（1812） 

文政 10年 

（1827） 

幕府領 

（小堀家） 
水野家 幕府領 

幕府領 

脇坂家預 
一橋家 

      

大 

江 
慶長 5年 

（1600） 

慶長 9年 

（1604） 

元和 5年 

（1619） 

元禄 11年 

（1698） 

文化 9年 

（1812） 

幕府領 

（小堀家） 
花房志摩守 水野家 幕府領 

幕府領 

脇坂家預 

文政 10年 

（1827） 
    

一橋家 
    

    

      

高 

屋 

慶長 5年 

（1600） 

元和 5年 

（1619） 

元禄 11年 

（1698） 

文化 9年 

（1812） 

天保 11年 

（1840） 

福島家 水野家 幕府領 
幕府領 

脇坂家預 
幕府領 

嘉永 6年 

（1853） 

安政 6年 

（1859） 
   

幕府領 

 阿部家※ 
幕府領 

※ 阿部正弘は嘉永 5年、1万石加増となり、翌年、
高屋村 1,400石のうち、602石を賜る 
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 □池田家系図（寛政重修諸家譜） 

 

美濃国池田荘本郷村（一説ニ可児村）を本領 

源頼光     

 

三代（欠）                               

                                                                     

泰政  六代（略） 恒利   信輝   輝政 ※1 

長吉    長幸（イ）  長常 

長政             

                   長信（井原）⑥ 

        

利隆        光政③（姫路 ― 鳥取 ― 岡山）       

                       綱政④    軌隆    

恒元（児島） 政言（鴨方） 継政⑤  宗政 ⑥             

輝政※1   忠継（岡山）①         輝録（生坂）      政喬 

          忠雄（岡山）②   光仲（鳥取）          

       輝澄（宍粟）                                 

       政綱（赤穂） 

輝興（佐用）          

  宗政⑥ ― 治政⑦ ― 斉政⑧ ― 斉敏⑨ ― 慶政⑩ ― 茂政⑪ ― 章政⑫ 

          政芳   斉輝 

 

 

□備中松山藩 

   小堀新助（代官）―（イ）池田長幸 ― 長常 

             

  水谷勝隆 ― 勝宗 ― 勝美 ― 勝晴  

 

  安藤重博 ― 信友 

 

石川総慶 

 

松倉勝澄 ― 勝武 ― 勝従 ― 勝政 ― 勝晙 ― 勝職 ― 勝静 

 

 

 

              

・輝政（1564－1613） 

姫路 

・光政（1609－1682） 

   姫路→鳥取（元和三年）→岡山（寛永 9年） 

・忠継 慶長八年（1603） 藩主 

・忠雄 元和二年（1616）  〃 

・慶政は奥平昌高の十男 

・茂政は徳川斉昭の九男 

・章政は相良頼之の次男 

・長吉 元和三年 絶家 

・長常 寛永十八年 絶家 

・水谷勝美 元禄六年 絶家 



10 

 

□井原池田家 

  池田長信※1 ―（略）― 長休 ― 長発
ながおき

※2 

 

※1長信 池田長幸（イ）の子 

※2長発 火盗改・京都町奉行・目付 等 墓は岡山市平井山 

文久三年（1863）外国奉行。 フランス士官殺害事件（井土ガ谷
い ど が や

事件）の収拾を図

るため渡仏し、ナポレオン三世に拝謁、事件の謝罪と横浜鎖港の交渉に当たった。

帰国後、鎖国の無意味を幕府に進言し、罷免される。のち、許されて勝海舟と共に

軍艦奉行となる。 

 

□那須氏 

    治承・寿永（1177－1183）の頃は資高の子として 11名の名前が載る。11番目が   

余一資隆。その他宗高、助宗、宗高等、いろいろに書く。下野国那須郷が本貫の

地。屋島合戦の時、扇の的を射落とし荘原庄を与えられた。系図では始祖を藤原

鎌足とする。（続群書類従） 

 

□森家西江原藩 

              長継 2（西江原藩祖）― 長置（赤穂転封） 

   可成 ― 長一     長武 3 ― 長成 4（絶家）― 衆利 

長定（蘭丸） 長治（関家 新見藩祖） 

忠政 1        衆利 

 

□津山藩 

   二代長継は延宝二年（1674）致仕、弟長武が三代となる。長成が 16才になった  

ので家督を譲り、別家を立てた。長成は元禄十年（1697）危篤、衆利を養子とす

るが、将軍御目見得に出府の途次、発狂、絶家となる。この時、福山藩は城受取

に行く。 

   然し長継は存命中であって、後月・哲多・窪屋・浅口・小田郡内で二万石を与

えられ、西江原に陣屋を置く。元禄十一年（1698）没。長男長置が継ぐも宝永三

年（1706）赤穂に転封。西江原藩は廃藩。文政十一年（1728）一橋領で代官所が

置かれた。 

 

□高山氏 

  相模国土肥氏未。裳掛を給したが、盛聡の時、高山将監盛英に養育され、高山氏

を称す。（岡山県通史） 
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□青木氏 

  摂津麻田藩。元和元年（1615）、摂津国豊原郡、備中国後月・小田・浅口三郡中、

伊予国の内一万二千石。豊中市に陣屋。初代は一重で一万二千石  

一典 一都 見典 一新 一貫 一貞 重竜 一興 一感 重義 

 

□花房志摩守・岡越前守 

     元宇喜多家重臣で宇喜多家内紛で家康預りとなっていたが、のち当地に領地をも

らった。花房志摩守正成 岡越前守家俊 

    

〇寛永十五・十六年（1538-39）頃成立の「備中国絵図」には井原・上出部・下出部・ 

敷名・寺戸・青野・北山・山野上 山崎甲斐守とある。 

    〇笹賀村は幕府領と花房志摩守の相給。西江原村は池田氏と山崎氏の相給。 

 

    足利尊氏 ― 直冬 ― 冬氏 ― 宝山乾珍（1394-1442）天龍寺・相国寺僧録司 

          義詮 ― 義満  義尊（井原御所と称す） 

                  義持（千畝周竹を開山として重玄寺を開く） 

□成羽藩 

山崎家治（因幡若桜から）―― 肥後国富岡へ ―― 水谷勝隆（常陸国下館から）― 
   元和三年（1617）七月   寛永十五年（1638）四月   寛永十六年（1639）六月 

 

 ― 備中松山へ ――――――天 領 ―――――― 山崎豊治 ―― 九代略 ―― 
寛永十九年（1642）七月  万治元年（1658）まで     家治の子 

 

―― 治正 ――― 治祇   （川上郡志） 
治祇は治正の子 

 

足利尊氏は建武三年（1336）新田義貞との戦いに敗れ、二月十二日兵庫泊から九州  

に降る。この際、母親を預けた。足利義満は康応元年（1389）厳島に詣でている。 

この際、善福寺に立ち寄ったか。 
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